
図1．ふ化放流における家魚化の問題点

図2．融和方策の概念図およびPNIの算出方法。融和方

策では放流魚と野生魚の遺伝子流動をコントロールし、
遺伝的に野生魚に近い放流魚を生産・放流してふ化放
流事業の継続を行う。図は森田（2020）を引用・改変。

図3．日本（北海道）のサケ資源管理の現状（左）と新たな管理手法の提案（右）。pHOS、pNOB、PNIに
ついては図2を参照。図は森田（2020）を引用・改変。
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○PNI（Proportionate Natural Influence）：家魚化リスクの指標

PNI=pNOB/(pNOB+pHOS)

・pNOB：ふ化場で用いる親魚に占める野生魚の割合
・pHOS：自然産卵における放流魚の割合
・PNIは0～1の間の値をとり、0.5以上だと家魚化リスクが減少
するとされる

○融和方策ではpNOBを最大化しpHOSを最小化することを目指す


